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復興の歩み ～笑顔がキラリと輝くまちへ～

ここ山元町は、東に牡鹿半島まで望める雄大な太平洋と、青々と茂る松林、美しい砂浜、そして、平

野部から阿武隈山地のふもとまで広がる豊かな田園風景の中で、町民みんなが顔見知りという、まさに

「日本の原風景」ともいえる営み、街並みがありました。

平成23年３月11日14時46分、のちに「東日本大震災」と名付けられた宮城県沖を震源とするマグニ

チュード9.0の大地震と、その後に押し寄せた巨大津波は、わが町一帯に容赦なく襲いかかり、公共施

設やライフラインのみならず、私たちのかけがえのない多くの宝を、一瞬にして奪い去っていきました。

誰しもが経験のない未曽有の災害に、多くの方々が戸惑い、そして、一人ひとりが、「命の尊さ」に

改めて向き合うこととなりました。発災直後から、関係機関をはじめ、全国、さらには国境を越えて、

実に多くの温かなご支援を頂戴いたしましたこと、この場をお借りし、心より深く感謝を申し上げます。

震災から７年が経過しましたが、町ではこの間、１日も早い復旧を果たすべく、住まいの再建などに

取り組んでまいりました。その一方で、町民の安全・安心を確保すること、そして、震災の教訓を踏ま

えた後世に誇れるまちづくりに向け、単なる復旧に留まらない「創造的な復興」を目指し、多種多様な

大規模事業に果敢に取り組んでまいりました。

こうして、本冊子発行に至ることができましたのも、町民をはじめ多くの皆様のご理解とご協力、全

国の皆様のご支援とお知恵を頂戴できたからであり、本冊子は、全国の皆様と心をひとつにして、よう

やくここまで復興への歩みを進めることができたという「証」となるものと存じます。

本町の復興は道半ばという部分もあります。今後とも、町民に寄り沿い、町を訪れる全ての方々に、

「小さくともキラリと輝く、復興」を、実感していただけるよう、各種事業に取り組んでまいります。

図らずも、全国各地で大規模災害が起こり得る状況にあります。この一冊を手に取られた皆様にとり

ましても、東日本大震災からの本町の復興の歩みを実感していただくとともに、震災の教訓を伝承する

ための一助になれば幸いに存じます。
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従来の分散されていた状態から新駅を中心とした新市街地へ集落を集約します。これにより、震災に
よる人口減少や急増する高齢者の孤立化を抑制し、コミュニティ活動の活性化を図ります。また、生活
利便施設の立地誘致と優良宅地の供給により、町外からの移住・定住を促進します。

①�新ＪＲ常磐線と国道６号
を軸とした市街地の形成
・つばめの杜地区
・新坂元駅周辺地区
・宮城病院周辺地区

③�減災を視野に入れた防
災緑地ゾーンの整備
・�多重防御（堤防、防

災緑地、嵩上げ道路）
による津波対策

・交流ゾーンの整備
・既存財産の有効活用

④�安全性・生産性が向上し
た産業用地の整備
・産業用地の集約
・いちご畑の集約
・企業誘致と雇用の確保

②�安心して暮らせる
　住宅・宅地の供給

・安全な住まいの確保
・復興公営住宅の整備
・津波防災区域内住宅の

移転宅地の整備

⑤�自然を活かした山地の 
活用
・豊かな自然環境の保全
・交流拠点としての活用

居住地の集約

コンパクトなまちづくりを目指して

土地利用計画


